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この度の福井豪雨災害により尊い命を失われた皆様のご冥福を心からお祈りする
とともに、被災された多くの方々にお見舞い申し上げます。 
一日も早い復旧を小浜市議会議員一同心よりお祈り申し上げます。 



3月下旬に発生した田烏地区の山林崩壊の復旧にかかる臨時
会が4月30日に行われました。
山林崩壊の影響により田烏地区へ飲料水を供給している施

設が壊れ、また、通行止めとなった国道162号の本田烏～谷及
間の迂回路となる市道にも崩落箇所があるなど、補正予算の
内容はいずれも復旧が急がれるものでした。
議決された内容は次のとおりです。

6月定例会の結果について

4月臨時会の結果について

平
成
十
六
年
六
月
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
十
四
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
十
六
年

第
三
回
定
例
会
は
、
上
中
町
と
の
合
併
協
議
会
設
置
関
連
議
案
を
初
め
と
す
る
十
四
の
議
案
お
よ
び
一

件
の
陳
情
を
議
決
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

議
決
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

陳　情　　１件（陳情採択）
○食料・農業・農村政策に関する要請
陳情者
若狭農業協働組合
代表理事組合長　石橋 房治

継続審査　１件
○寒冷地手当の見直しに関する陳情
陳情者
連合福井公務公共サービス労働組合協議会
議　長　中島 文男

議　案　　14件
内　訳
（6月10日議決分）
・報告受理　8件
（平成十五年度小浜市一般会計予算繰越明許費の
報告について他）

（6月16日議決分）
・原案可決　2件
（上中・小浜合併協議会の設置について他）

（6月23日議決分）
・一般会計予算　2件（原案可決）
（一般会計歳入歳出総額を13,807,274千円へ）
・意見書案　1件（原案可決）
（地方分権を確立するための真の
三位一体改革の実現を求める意見書）

・人事案件　1件
（公平委員会委員の選任について）

【2】市議会だより

6月定例会日程 
10日 

 
 
 

11日～14日 
 

15日 
16日 

 
 

17日～22日 
 

23日 

本会議 
会期決定・報告・議案上程・ 
質疑・委員会付託 
 
休　会 
 
一般質問 
一般質問 
特別委員長報告・質疑・討論・採決 
 
休　会（委員会審査） 
 
本会議 
常任委員長報告・質疑・討論・採決 

公平委員会委員の選任に同意

山林崩壊により通行止めとなっている国道162号

崩落していた迂回路となる市道

議　案　　8件
内　訳
・原案承認　６件
（専決処分につき承認を求めることについて他）
・一般会計予算　１件（原案可決）
（一般会計歳入歳出総額を13,574,173千円へ）
・特別会計予算　１件（原案可決）
（簡易水道事業特別会計歳入歳出総額を283,135千円へ）

村上 正壽 氏 （小浜市深谷）
※再任



【3】 市議会だより

上
中
・
小
浜
合
併
協
議
会
設
置
議
案
を
可
決

《
企
画
総
務
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
小
堂
　
清
之
　
委
員
長
》 

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
一
議
案
は
全
委

員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
以
下
は
審
査
の
主
な
項
目
と
質

疑
で
す
。 

 

●
審
査
項
目 

　
議
案
第
四
十
八
号
　
歳
入
全
般 

●
主
な
質
疑 

Ｑ
　
歳
入
第
十
三
款
国
庫
支
出
金
第
二
項
国

庫
補
助
金
中
の
福
井
県
市
町
村
振
興
資

金
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。 

Ａ
　
振
興
資
金
に
つ
い
て
は
、
低
利
で
財
政

融
資
資
金
の
十
分
の
一
も
し
く
は
〇
・

一
％
の
金
利
に
設
定
で
き
る
も
の
で
あ

る
。 

Ｑ
　
第
十
八
款
繰
越
金
第
一
項
繰
越
金
に
お

い
て
前
年
度
繰
越
金
が
あ
る
が
、
繰
越

金
は
全
額
で
い
く
ら
あ
る
の
か
。 

Ａ
　
二
億
八
千
万
円
あ
る
。 

 

《
ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
池
田
　
英
之
　
委
員
長
》 

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
一
議
案
は
全
委

員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
以
下
は
審
査
の
主
な
項
目
と
質

疑
で
す
。 

 

●
審
査
項
目 

一
　
議
案
第
四
十
八
号
　
第
五
款
労
働
費
、

第
一
項
労
働
諸
費
の
企
業
誘
致
促
進
事

業
一，
〇
〇
〇
千
円
に
つ
い
て 

二
　
第
六
款
農
林
水
産
業
費
、
第
一
項
農
業

費
、
第
五
目
農
地
費
の
中
で
、
中
山
間

地
域
土
地
改
良
施
設
等
保
全
事
業 

　
　
三
〇
〇
千
円
に
つ
い
て 

三
　
第
三
項
水
産
業
費
　
第
四
目
集
落
環
境

整
備
費
の
中
で
、
海
岸
環
境
整
備
事
業

二
〇，
〇
一
〇
千
円
に
つ
い
て 

四
　
第
七
款
商
工
費
、
第
一
項
商
工
費
、
第

二
目
商
工
業
振
興
費
の
中
で
、
小
規
模

事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金 

　
　
五，
〇
〇
〇
千
円
に
つ
い
て 

五
　
同
じ
く
、
地
元
消
費
促
進
対
策
事
業 

　
　
一，
五
〇
〇
千
円
に
つ
い
て 

六
　
同
じ
く
、
小
浜
市
経
済
活
性
化
戦
略
策

定
事
業
五
九
五
千
円
に
つ
い
て 

七
　
同
じ
く
、
御
食
国
エ
コ
ネ
ッ
ト
事
業
補

助
金
五，
二
五
四
千
円
に
つ
い
て 

八
　
第
三
目
観
光
費
の
中
で
、
観
光
施
設
整

備
事
業
一，
五
〇
〇
千
円
に
つ
い
て 

九
　
第
八
款
土
木
費
　
第
二
項
道
路
橋
梁
費

第
五
目
除
雪
対
策
費
の
中
で
、
除
雪
車

両
経
費
一
六，
八
九
一
千
円
に
つ
い
て 

十
　
陳
情
第
七
号
　
食
料
・
農
業
・
農
村
政

策
に
関
す
る
要
請
に
つ
い
て 

●
主
な
質
疑 

Ｑ
　
第
七
款
商
工
費
第
一
項
商
工
費
の
小
規

模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ

い
て
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
定

着
化
と
あ
る
が
、
事
業
効
果
の
向
上
は
。 

Ａ
　
名
物
料
理
定
着
事
業
と
し
て
商
工
会
議

所
が
主
体
で
行
う
も
の
で
、
昨
年
入
選

し
た
作
品
を
広
く
売
り
出
す
イ
ベ
ン
ト

に
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。 

Ｑ
　
同
じ
く
地
元
消
費
促
進
対
策
事
業
に
つ

い
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
規

模
は
以
前
実
施
し
た
と
き
と
同
じ
か
。 

Ａ
　
平
成
十
二
年
の
と
き
は
、
一
〇
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
で
総
額
二
億
円
、
今
回

は
プ
レ
ミ
ア
ム
五
％
で
総
額
五
千
万
円

程
度
の
販
売
と
な
り
、
利
用
期
間
は
三

ヶ
月
で
、
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
販
売

さ
れ
る
も
の
。 

Ｑ
　
同
じ
く
観
光
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

自
転
車
置
場
を
置
く
と
の
こ
と
だ
が
ど

こ
に
設
置
す
る
の
か
。
ま
た
自
転
車
は

駅
と
食
文
化
館
に
置
い
て
乗
り
捨
て
が

で
き
な
い
か
。 

Ａ
　
設
置
場
所
は
食
文
化
館
横
の
ま
つ
り
会

館
の
裏
に
設
置
し
、
食
文
化
館
や
駅
前

観
光
案
内
所
で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
検
討
し
た
い
。 

 

《
民
生
文
教
常
任
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
山
本
　
益
弘
　
委
員
長
》 

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
一
議
案
は
全
委

員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
以
下
は
審
査
の
主
な
項
目
と
質

疑
で
す
。 

 

●
審
査
項
目 

一
　
議
案
第
四
十
八
号
　
第
四
款
衛
生
費
、

第
一
項
保
健
衛
生
費
費
の
若
狭
霊
場
施

設
整
備
費
八，
五
〇
〇
千
円
に
つ
い
て 

二
　
第
十
款
教
育
費
、
第
一
項
教
育
総
務
費

の
子
供
と
親
の
相
談
員
配
置
事
業
三
五

七
千
円
に
つ
い
て 

三
　
同
じ
く
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
支
援
事

業
一，
三
六
八
千
円
に
つ
い
て 

四
　
第
五
項
社
会
教
育
費
の
地
域
づ
く
り
会

館
整
備
支
援
事
業
補
助
金
七，
五
〇
〇
千

円
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
建
設
事

業
補
助
金
一
五，
〇
〇
〇
千
円
に
つ
い
て 

●
主
な
質
疑 

Ｑ
　
歳
出
第
三
款
衛
生
費
、
第
一
項
保
健
衛

生
費
の
若
狭
霊
場
施
設
整
備
費
に
つ
い

て
、
霊
場
の
火
葬
炉
三
炉
全
部
を
改
修

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
期
間
受
入

れ
で
き
な
い
こ
と
は
あ
る
の
か
。 

Ａ
　
改
修
は
三
炉
す
べ
て
が
対
象
だ
が
、
一

炉
ず
つ
行
い
、
二
炉
稼
動
す
れ
ば
大
丈

夫
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
火
葬
日
を
延
ば
し
て
も
ら
う
こ

と
や
近
隣
施
設
へ
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。 

Ｑ
　
第
十
款
教
育
費
、
第
一
項
教
育
総
務
費

の
子
ど
も
と
親
の
相
談
員
配
置
事
業
に

つ
い
て
、
不
登
校
の
現
状
は
。 

Ａ
　
中
学
校
で
は
各
校
七
〜
八
名
い
る
。
小

学
校
は
校
に
よ
っ
て
違
う
が
、
数
名
い

る
。
不
登
校
は
減
少
傾
向
だ
が
、
一
人

一
人
の
実
態
が
違
う
の
で
一
概
に
は
言

え
な
い
。 

Ｑ
　
同
じ
く
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
教
育
長
が
メ
ン
バ
ー
に

い
る
教
育
懇
話
会
か
ら
要
望
書
が
提
出

さ
れ
、
そ
の
中
で
原
子
力
は
環
境
に
悪

い
と
の
記
載
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う

な
流
れ
の
中
で
こ
の
事
業
を
進
め
る
の

か
、
正
し
い
認
識
の
中
で
取
り
組
ん
で

も
ら
う
の
か
、
教
育
長
が
偏
っ
た
見
識

の
中
で
進
め
る
の
は
ど
う
か
。 

Ａ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
共

存
共
栄
の
あ
り
方
は
大
切
。
教
育
の
場

は
中
立
と
い
う
の
は
真
理
。
教
育
長
は

四
六
時
中
教
育
長
で
あ
り
、
注
意
が
い

る
と
反
省
し
て
い
る
。
今
後
十
分
注
意

し
た
い
。 

六
月
定
例
会
常
任
委
員
会
　
主
な
質
疑
・
意
見
の
概
要 

上
中
町
に
お
い
て
『
上
中
町
の
未
来
を
考
え
る
会
（
小
林
代
表
）』
か

ら
小
浜
市
と
の
市
町
村
合
併
協
議
会
の
設
置
を
要
求
す
る
住
民
発
議
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
十
六
年
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
市
長
か

ら
上
中
・
小
浜
合
併
協
議
会
設
置
関
連
議
案
二
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
議
会
に
お
け
る
市
町
村
合
併
の
方
針
は
、
当
初
か
ら
歴
史
的
に
も

つ
な
が
り
の
あ
る
『
小
浜
市
・
遠
敷
郡
（
上
中
町
・
名
田
庄
村
）』
の
枠

組
み
で
進
め
て
お
り
、
今
回
住
民
発
議
を
行
っ
た
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た

署
名
簿
は
、
必
要
数
を
大
き
く
超
え
る
有
効
署
名
者
数
二，

三
六
二
人
も

の
上
中
町
民
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

本
議
案
は
上
程
の
の
ち
、
市
町
村
合
併
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
挙
手
多
数
に
よ
り
賛
成
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
本
会

議
に
お
い
て
も
賛
成
多
数
で
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

本
議
案
に
対
す
る
委
員
長
報
告
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市町村合併特別委員会の委員長報告（抜粋）
～省略～　各委員から質疑のあったもののうちから主なものについて
申し上げます。
上中町の住民発議による今回の議案の付議であり、小浜市としても

これまで小浜市・遠敷郡での枠組みの合併を基本として来たのだから、
本議案については当然に粛々と採決すべきではないか。
また、上中町議会での方向を見定めて、あくまでも合併協議会が設

立される方向で上中町と協調点を探り、粘り強い協議を進めるべきで、
そのためには本議案について、早急な採決を急ぐことなく継続して審
査するべきではないか。
さらには、引き続き審査を続けても、合併協議会が設立される担保

はあるのか。など多くの質疑がありました。
なお、市議会としては、付議が予定されて以来、どこかに上中町と

の協調点がないか日々努力してまいり、また、上中町議会においても
全員協議会で小浜市との協調点がないか模索していただきました。
しかしながら、理事者においては、4月20日以降今日まで相当の期

間がありながら上中町との調整に熱意を持って当たられなかったこと
が非常に残念である、とする意見があったことを伝えたい。
以上が審査における主な質疑等の概要でありますが、当委員会とい

たしましては近い将来を見据えた上での意思表示として受け止めてい
ただきたいと存じます。その上で２議案ともに早期に決すべきとの意
見の一致をみた訳であります。～以後省略～


